
平
安
時
代
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト

天
台
浄
土
系
論
書
よ
り
み
て

辻

本

俊

郎

一
、『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

世
親
著
・
菩
提
流
支
訳１

）
『
無
量
寿
経
論
』（『
往
生
論
』、『
浄
土
論
』、『
無
量
寿
経
優
波
提
舎
願
生

』
な
ど
と
も
い
う
。
以
下
、

『
論
』
と
す
る
）
は
、
曇
鸞
（
西
暦
四
七
六
〜
五
四
二
年

）
に
よ
っ
て
註
が
施
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
経
論
註
』（
以
下
、

『
論
註
』
と
す
る
）
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
『
論
』
の
全
文
を
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
論
註
』
よ
り
『
論
』
本
文
を
抽
出
し
、『
論
』
本
文
と
の
比
較
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
字
数
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
字
句
の
異
同
が
甚

だ
し
く
、
文
意
も
大
き
く
異
な
り２

）
、『
論
』
テ
キ
ス
ト
の
伝
播
状
況
と
し
て
『
論
』
系
と
『
論
註
』
系
の
二
系
統
に
大
別
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

そ
こ
で
、『
論
』
と
『
論
註
』
所
引
本
の
『
論
』
と
の
主
な
異
同
に
つ
い
て
い
く
つ
か
眺
め
て
見
よ
う
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、「
大
正

大
蔵
経
」
所
収
の
『
論
』
と
対
比
さ
せ
、
頁
数
も
「
大
正
大
蔵
経
」
二
十
六

の
も
の
で
あ
る
。

二
一

平
安
時
代
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト



表
①
）

大
正
大
蔵
経

『
無
量
寿
経
論
註
』

梵
声
語
深
遠
（
二
三
一
上
）

梵
声
悟
深
遠

故
我
願
往
生
（
二
三
一
上
）

是
故
願
往
彼

讃
仏
諸
功
徳
（
二
三
一
中
）

讃
諸
仏
功
徳

功
徳
荘
厳
（
二
三
一
中
）

荘
厳
功
徳

利
益
他

向
行
（
二
三
三
上
）

向
利
益
他
行

一
者
清
浄
功
徳
成
就
（
二
三
一
中
〜
下
）

一
者
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
（
以
下
、
二
者
〜
十
七
者
ま
で
同
様
で
あ

る
）

観
安
楽
世
界
見
阿
弥
陀
仏
願
生
彼
国
土
故
（
二
三
一
中
）

示
現
観
安
楽
世
界
見
阿
弥
陀
如
来
願
生
彼
国
故

若
善
男
子
善
女
人
修
五
念
門
成
就
者
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
彼
阿
弥

陀
仏
（
二
三
一
中
）

若
善
男
子
善
女
人
修
五
念
門
行
成
就
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
彼
阿
弥
陀

仏

成
就
大
悲
心
故
（
二
三
一
中
）

得
成
就
大
悲
心
故

観
察
彼
仏
国
土
功
徳
荘
厳
者
（
二
三
一
中
）

観
察
彼
仏
国
土
荘
厳
功
徳
成
就
者

略
説
彼
阿
弥
陀
仏
国
土
荘
厳
十
七
種
功
徳
（
二
三
二
上
）

略
説
彼
阿
弥
陀
仏
国
土
十
七
種
功
徳
成
就

二
者
身
荘
厳
三
者
口
荘
厳
四
者
心
荘
厳
（
二
三
二
上
）

二
者
荘
厳
身
業
功
徳
成
就
三
者
荘
厳
口
業
功
徳
成
就
四
者
荘
厳
心
業
功

徳
成
就

与
浄
心
菩
薩
無
異
浄
心
菩
薩
与
上
地
諸
菩
薩
畢
竟
同
得
寂
滅
平
等
故

（
二
三
二
中
）

与
浄
心
菩
薩
与
上
地
諸
菩
薩
畢
竟
同
得
寂
滅
平
等
故

云
何
観
菩
薩
功
徳
荘
厳
成
就
（
二
三
二
中
）

云
何
観
察
菩
薩
荘
厳
功
徳
成
就

二
二

仏
教
学
会
紀
要

二
二
号



以
上
の
こ
と
か
ら
、『
論
』
に
比
べ
て
『
論
註
』
所
引
文
の
方
が
、
字
数
が
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
文
意

が
異
な
る
文
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
煩
雑
に
な
る
の
で
省
略
す
る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
辻
本
〔
一
九
九
九
〕
を
見
よ
。）
が
、
改
行
箇
所
も
大
い
に
異

な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宋
・
東
禅
寺
版
、
開
元
寺
版
な
ど
で
は
改
行
は
一
〇
箇
所
で
あ
る
が
、
宋
・
磧
砂
版
、
元
・
杭
州
版
で
は
、

十
九
箇
所
も
あ
り
、
高
麗
再

版
で
は
、
十
三
箇
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
曇
鸞
は
『
論
』
に
註
釈
を
施
す
に
あ
た
っ
て
、

『
論
』
の
長
行
を
「
解
義
分
」
と
称
し
て
、
そ
の
内
容
を
一
〇
節
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
題
名
を
付
し
た
。
す
な
わ
ち
、
願

大
意
、

起
観
生
信
、
観
察
体
相
、
浄
入
願
心
、
善
巧
摂
化
、
障
菩
提
門
、
順
菩
提
門
、
名
義
摂
対
、
願
事
成
就
、
利
行
満
足
で
あ
る
。
改
行
と

い
う
も
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
無
意
味
に
行
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
内
容
を
理
解
し
、
次
第
順
序
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
蔵
経
所
収
の
『
論
』
改
行
箇
所
と
曇
鸞
の
「
解
義
分
」
と
は
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
曇
鸞
の
内
容
理
解
が
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
改
行
箇
所
一
つ
採
っ
て
み
て
も
『
論
』
と
『
論

註
』
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
宋
版
と
高
麗
再

版
「
大
蔵
経
」
所
収
の
『
論
』
に
つ
い
て
主
な
字
句
の
異
同
を
示
す
。
頁
数
は
便
宜
的
に
大
正
大
蔵
経
第
二

十
六
巻
の
も
の
で
あ
る
。

三
者
彼
於
一
切
世
界
無
余
照
諸
仏
会
大
衆
無
余
広
大
無
量
供
養
恭
敬

讃
歎
諸
仏
如
来
（
二
三
二
中
）

三
者
彼
於
一
切
世
界
無
余
照
諸
仏
会
大
衆
無
余
広
大
無
量
供
養
恭
敬
讃

嘆
諸
仏
如
来
功
徳

又
向
説
仏
国
土
功
徳
荘
厳
成
就
（
二
三
二
中
）

又
向
説
観
察
荘
厳
仏
土
功
徳
成
就

菩
薩
如
是
修
五
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
阿

多
羅
三

三
菩
提
故

（
二
三
二
中
）

菩
薩
如
是
修
五
念
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
阿

多
羅
三

三
菩
提
故

二
三

平
安
時
代
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト



表
②
）

宋
版

高
麗
再

版

梵
声
悟
深
遠

梵
声
語
深
遠
（
二
三
一
上
）

我
願
皆
往
生

我
皆
願
往
生
（
二
三
一
中
）

無
量
寿
修
多
羅
章
句
以

頌
惣
説
竟

無
量
寿
修
多
羅
章
句
我
以

惣
説
竟
（
二
三
一
中
）

一
者
礼
拝

一
者
礼
拝
門
（
以
下
、
二
者
讃
歎
〜
五
者

向
も
同
様
）（
二
三
一
中
）

云
何
礼
拝
身
業
礼
拝
阿
弥
陀
仏
如
来
応
正
遍
知

云
何
礼
拝
身
業
礼
拝
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
（
二
三
一
中
）

於
彼
観
察
一
切
世
間
苦
悩
衆
生
同
願
生
彼
安
楽
国
土
願
心
所
有
功
徳

善
根
以
巧
方
便

向
摂
取
衆
生
不
捨
一
切
世
間
故

不
捨
一
切
苦
悩
衆
生
心
常
作
願

向
為
首
成
就
大
悲
心
故
（
二
三
一

中
）

不
可
思
議
力
故

成
就
不
可
思
議
力
故
（
二
三
一
中
）

言
仏
慧
明
浄
日
除
世
痴
冥
闇
故

言
仏
慧
明
浄
日
除
世
痴
闇
冥
故
（
二
三
一
下
）

彼
無
量
寿
仏
国
土
荘
厳
第
一
義
諦
妙
境
界
相

彼
無
量
寿
仏
土
荘
厳
第
一
義
諦
妙
境
界
（
二
三
二
上
）

菩
薩
功
徳
荘
厳
成
就

菩
薩
功
徳
成
就
（
二
三
二
中
）

一
者
無
染
清
浄
心
以
不
為
自
身
求
諸
楽
故

一
者
無
染
清
浄
心
不
以
為
自
身
求
諸
楽
故
（
二
三
二
下
）

以
讃
歎
阿
弥
陀
仏
随
順
名
義
称
如
来
名
依
如
来
光
明
知
相
修
行
故
得

入
大
会
衆
数

以
讃
歎
阿
弥
陀
仏
随
順
名
義
称
如
来
名
依
如
来
光
明
想
修
行
故
得
入
大

会
衆
数
（
二
三
三
上
）

以
大
慈
悲
観
察
一
切
苦
悩
衆
生
示
応
化
身

入
生
死
園
煩
悩
林
中
遊

戯
神
通
至
教
化
地
以
本
願
力

向
故

以
大
慈
悲
観
察
一
切
苦
悩
衆
生
亦
応
化
身

入
生
死
園
煩
悩
林
中
遊
戯

神
通
至
教
化
地
以
本
願
力

向
故
（
二
三
三
上
）

無
量
寿
修
多
羅
優
波
提
舎

略
解
義
竟

（
相
応
文
な
し
）

二
四

仏
教
学
会
紀
要

二
二
号



こ
の
よ
う
に
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は
、『
論
』
と
し
て
の
形
態
と
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
と
し
て
の
形
態
、
そ
し
て
、
前
者

は
宋
版
の
入
蔵
さ
れ
た
も
の
と
、
高
麗
再

版
入
蔵
さ
れ
た
そ
れ
と
も
大
い
に
系
統
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る３

）
。

二
、
問
題
の
所
在

さ
て
、
梯
信
暁
〔
二
〇
〇
八
〕
は
、「
曇
鸞
の
『
論
註
』
は
、
智
光
（
七
〇
九
〜
七
八
〇
頃
）
が
、『
無
量
寿
経
論
釈
』
を
著
す
際
に

下
敷
に
し
て
い
る
の
で
、
奈
良
時
代
の
南
都
で
は
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
比
叡
山
に
は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
、『
九
品
往
生
義
』
や
『
往
生
要
集
』
を
は
じ
め
十
世
紀
の
天
台
宗
典
籍
に
は
、
智
光
の
『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
用
い
ら
れ
る
が
、

曇
鸞
の
『
論
註
』
へ
の
言
及
は
全
く
な
い
（
二
六
〇
頁
）」
と
し
、「『
論
註
』
は
十
世
紀
の
比
叡
山
に
は
流
布
し
て
お
ら
ず
、
源
信
は

こ
れ
を
見
て
い
な
い
。
し
か
し
『
論
註
』
に
依
拠
し
て
著
さ
れ
た
智
光
の
『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
参
照
し
て
い
る
の
で
、
間
接
的
に
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」（
一
八
九
頁
）
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
の
研
究
〔
二
〇
〇
一
〕
か
ら
す
る
と
、『
往
生
要
集
』
の
著
者
源
信
は
、
曇
鸞
『
論
註
』
そ
の
も
の
を
見
た

可
能
性
も
残
さ
れ
て
お
り
、
比
叡
山
に
も
『
論
註
』
が
伝
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
梯
が
指
摘
す
る
よ
う
に
智
光
の
『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
、『
論
』
で
は
な
く
て
、『
論
註
』
を
参
照
し
た
こ
と
は
筆
者
の
研
究

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る４

）
。
し
か
し
、
十
世
紀
の
天
台
宗
典
籍
に
は
曇
鸞
の
『
論
註
』
へ
の
言
及
は
全
く
な
い
、
と
す
る
根
拠
は
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
小
論
で
は
平
安
時
代
に
お
け
る
天
台
諸
師
が
見
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
。
平
安
時
代
に
お
け
る
天
台
系
浄
土
教
の
書
物
の
中
で
、『
論５

）
』
を
引
用
し
た
書
物
は
次
の
四
書６

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

二
五

平
安
時
代
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト



①

恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
〜
一
〇
一
七
）『
往
生
要
集
』（
寛
和
元
年
（
九
八
五７

）
））

②

宇
治
大
納
言
源
隆
国
（
一
〇
〇
四
〜
一
〇
七
七
）
編
纂
『
安
養
集
』
十
巻
（
延
久
三
年
（
一
〇
七
一８

）
）。

③

編
者
不
明
『
安
養
抄
』（
西
暦
一
一
〇
〇
年
前
後
・
白
河
院
政
期９

）
）。

④

編
者
不
明
『
浄
土
厳
飾
抄
』（
十
二
世
紀
初
め10

）
）。

で
あ
る
。

源
信
、
源
隆
国
、『
安
養
抄
』
の
編
者
、『
浄
土
厳
飾
抄
』
の
編
者
が
ど
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
実
際
に
見
て
い
た
の
か
を
判
断
す
る

た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
彼
ら
の
生
存
年
代
よ
り
も
前
に
刻
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
書
写
さ
れ
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
と
比
較
す
る

必
要
が
あ
る
。
彼
ら
の
年
代
が
お
お
よ
そ
一
〇
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本
（
隋
末
唐
初
）、

『
論
註
』
所
引
の
『
論
』、「
古
写
本
」（
正
倉
院
聖
語
蔵
本
、
稲
薗
山
長
福
寺
「
七
寺
一
切
経
」、「
金
剛
寺
一
切
経11

）
」）
が
該
当
す
る
わ

け
で
あ
る
が
、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本
に
つ
い
て
は
、
こ
の
拓
本
な
ど
が
こ
の
当
時
日
本
に
ま
で
将
来
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
の
で
こ
こ
で

は
省
く
こ
と
に
す
る
。
よ
っ
て
、「
古
写
本
」
と
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
を
主
と
し
て
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

三
、『
往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』

か
つ
て
稲
城
選
恵
〔
一
九
七
六
〕
は
、「
古
来
よ
り
七
祖
聖
教
本
系
と
蔵
経
本
系
と
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
鸞
師
の
論
註
は
七
祖
教
本

系
に
、
往
生
要
集
は
蔵
経
本
系
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
一
三
頁
）。
稲
城
の
言
う
よ
う
に
確
か
に
曇
鸞
『
論
註
』
は
、
七
祖
聖
教
本
系

（『
註
』
所
引
の
『
論
』）
で
あ
る
こ
と
は
筆
者
の
研
究
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る12

）
。
し
か
し
、
蔵
経
本
系
に
つ
い
て
は
細
か
く
分
け
る
と
前

述
し
た
よ
う
に
宋
版
や
高
麗
版
の
系
統
で
は
大
き
く
文
言
の
異
な
る
箇
所
が
あ
り
、
一
言
で
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
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『
往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
を
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
お
く
。
そ
の
目
安
と
な
る
の
は
次
に
挙
げ
る
三
つ
で
あ

る
。①

『
往
生
要
集
』
巻
上
「
故
我
願
生
彼

阿
弥
陀
仏
国
（
ゆ
え
に
私
は
か
の
阿
弥
陀
仏
の
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
」（
大
正
八

四
巻
四
二
中
六
行
目
）
と
な
っ
て
お
り
、「
古
写
本
」
で
は
「
故
我
願
往
生

阿
弥
陀
仏
国
（
ゆ
え
に
私
は
阿
弥
陀
仏
の
国
に
往

生
す
る
こ
と
願
う
）」
と
あ
り
、『
論
註
』
や
『
論
註
』
系
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、「
是
故
願
生
彼

阿
弥
陀
仏
国
（
こ
の
故
に
、
か

の
阿
弥
陀
仏
の
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
）」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
往
生
要
集
』
の
文
に
は
ど
ち
ら
に
も
一
致
し
て
い
な
い

が
、「
彼
」
の
出
入
か
ら
す
れ
ば
、『
論
註
』
そ
の
も
の
か
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
に
近
し
い
と
言
え
よ
う
。

②
『
往
生
要
集
』
巻
上
「
世
親
菩
薩
往
生
論
云
修
五
念
門
行
成
就
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
彼
阿
弥
陀
仏
」（
大
正
八
四
巻
四
七
下
二

五
〜
二
六
行
目
）
と
あ
る
が
、『
論
註
』・『
論
註
』
所
引
『
論
』
で
は
、「
修
五
念
門
行
成
就
者
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
彼
阿
弥
陀

仏
」
と
な
っ
て
い
る
。「
者
」
の
出
入
の
相
違
が
あ
る
が
、「
五
念
門
行
」
と
い
う
点
で
は
、『
論
註
』・『
論
註
』
所
引
の
『
論
』

を
支
持
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

③
『
往
生
要
集
』
巻
上
で
は
、「
一
礼
拝
門

二
讃
歎
門

三
作
願
門

四
観
察
門

五

向
門
」（
大
正
八
四
巻
四
七
下
二
七
〜
二

八
行
目
）
と
な
っ
て
い
る13

）
。『
論
註
』・『
論
註
』
所
引
『
論
』
で
は
、「
一
者
礼
拝
門

二
者
讃
歎
門

三
者
作
願
門

四
者
観
察

門

五
者

向
門
」
と
な
っ
て
い
て
、『
論
註
』・『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
を
支
持
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
論
』
は
蔵
経
本
で
あ
る
と
す
る
稲
城
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
む
し
ろ
源
信
は
『
論
註
』
も
し
く
は
『
論
註
』
所
引
『
論
』
を
座
右
に
置
い
て
『
往
生
要
集
』
を
著
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
比
叡
山
に
は
『
論
註
』
そ
の
も
の
か
、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
、
あ
る
い
は
そ
の
両
者
が
流

布
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
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四
、『
安
養
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』

次
に
『
安
養
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
本
文
を
見
て
み
よ
う
。
安
養
集
が
『
論
』
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
次
の
四
か
所
で
あ
る
。

西
村
冏
紹
監
修
、
梯
信
暁
〔
一
九
九
三
〕
の
凡
例
に
よ
る
と
小
文
字
は
、
脱
字
で
あ
り
、
誤
字
に
は
〔

〕
で
正
し
い
文
字
を
つ
け
た

と
す
る
。
ま
た
、（

）
の
字
は
削
除
さ
れ
る
文
字
で
あ
る
と
い
う
。

①

無
量
寿
論
云
。〔
云
〕
何
讃
歎
。〔
口
業
讃
歎
。〕
称
彼
如
来
名
。
如
彼
如
来
〔
光
〕
明
智
相
。
如
彼
名
義
。
欲
如
実
修
行
相
応
故
。

（
西
村
冏
紹
監
修
、
梯
信
暁
〔
一
九
九
三
〕
五
六
頁
）

②

無
量
寿
経
論
云
。
以
一
心
専
念
作
願
生
彼
。
修
大
者
〔
大
者
＝
奢
〕
摩
他
寂
静
三
昧
行
故
。〔
得
〕
入
蓮
華
蔵
世
界
（
海
）。
是

名
入
第
三
門
。（
西
村
冏
紹
監
修
、
梯
信
暁
〔
一
九
九
三
〕
三
一
一
頁
）

③

無
量
〔
寿
〕
論
云
。
観
察
菩
薩
荘
厳
功
徳
成
就
者
。
観
彼
菩
薩
。
有
四
種
正
修
行
功
徳
成
就
。
応
知
。
何
者
〔
＝
等
〕
為
四
乃

至
三
者
。
彼
於
一
切
世
界
。
無
余
照
諸
仏
会
。
大
衆
無
余
。
広
大
無
量
。
供
養
恭
敬
。
讃
歎
諸
仏
如
来
功
徳
。

言
雨
天
楽
華
衣
。

妙
香
等
供
養
。
讃
歎
佛
功
徳
。
無
有
分
別
心
故
。（
西
村
冏
紹
監
修
、
梯
信
暁
〔
一
九
九
三
〕
三
九
七
頁
）

⑤

無
量
寿
論
云
。
観
察
菩
薩
荘
厳
功
徳
成
就
者
。
観
〔
彼
〕
菩
薩
。
有
四
種
正
修
行
功
徳
成
就
。
応
知
。
何
者
乃
至
二
者
。
彼
応

化
身
。
一
切
時
不
前
不
後
。
一
心
一
念
。
放
大
光
明
。
悉
能
遍
至
十
方
世
界
。
教
化
衆
生
。（
西
村
冏
紹
監
修
、
梯
信
暁
〔
一
九

九
三
〕
四
四
八
頁
）

こ
れ
ら
『
論
』
本
文
は
果
た
し
て
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
論
』
そ
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
『
論
註
』

所
引
の
『
論
』
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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ま
ず
、
①
の
文
の
中
で
、『
安
養
集
』
が
、
ど
の
『
論
』
を
引
用
し
た
の
か
を
計
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
役
目
を
果
た
す
の
が
、
讃
歎

の
「
歎
」
と
い
う
字
で
あ
る
。

【
安
養
集
】
無
量
寿
論
云
。〔
云
〕
何
讃
歎
。

こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
古
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
論
註
』
や
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
「
云
何
讃
嘆
」
と

な
っ
て
い
る
。

次
に
②
の
文
で
あ
る
が
、
蓮
華
蔵
世
界
（
海
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

【
安
養
集
】
無
量
寿
経
論
云
。（
中
略
）〔
得
〕
入
蓮
華
蔵
世
界
（
海
）。

筆
者
は
前
述
の
よ
う
に
現
在
二
三
種
も
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
照
合
し
て
み
る
と
、
こ
れ
を
支
持
し
て

い
る
テ
キ
ス
ト
は
皆
無
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
し
て
い
る
『
論
』
テ
キ
ス
ト
に
は
見
当
た
ら
な
い
語
句
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

文
は
、
智

（
六
〇
二
年
〜
六
六
八
年
）
が
『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』
に
、
迦
才
（
六
四
八
年
）
が
『
浄
土
論
』
に
そ
れ
ぞ
れ
同

じ
文
を
引
用
し
て
い
る14

）
が
、『
安
養
集
』
の
よ
う
に
「
入
蓮
華
蔵
世
界
（
海
）」
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
も
「
蓮
華
蔵
世
界
」
と

な
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
源
隆
国
が
実
際
に
見
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は
、
本
当
に
「
海
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
単

な
る
書
写
誤
り
、
衍
字
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
残
念
な
が
ら
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
界
」

と
い
う
音
に
引
き
ず
ら
れ
て
「
海
」
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
よ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
蓮
華
蔵
世
海
」
は
明
ら
か

な
誤
り
で
あ
る
。

ま
た
、
③
の
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
観
察
」「
荘
厳
功
徳
」「
何
者
」「
諸
仏
如
来
功
徳
」「
讃
歎
仏
功
徳
」
が
ど
の
『
論
』
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
の
か
を
示
唆
す
る
役
割
を
果
た
す
。

【
安
養
集
】
無
量
〔
寿
〕
論
云
。
観
察
菩
薩
荘
厳
功
徳
成
就
者
（
中
略
）
何
者
為
四
。（
中
略
）
讃
歎
諸
仏
如
来
功
徳
。（
中
略
）
讃
歎
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佛
功
徳
無
有
分
別
心
故
。

ま
ず
、「
観
察
」
で
あ
る
が
、
古
写
本
は
、「
観
察
」
で
は
な
く
「
観
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
論
註
』
や

『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は
、「
観
察
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
「
荘
厳
功
徳
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
古
写
本
は
、

「
功
徳
荘
厳
」
と
な
っ
て
い
て
、「
荘
厳
」
と
「
功
徳
」
の
字
句
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
論
註
』
や

『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
、「
荘
厳
功
徳
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
ま
た
、「
何
者
」
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
支
持

し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
『
論
註
』
や
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
で
あ
り
、
古
写
本
は
、「
何
等
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
諸
仏

如
来
功
徳
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
古
写
本
は
、「
諸
仏
如
来
」
と
な
っ
て
い
て
、「
諸
仏
如
来
功
徳
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
論
註
』
や
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
、「
諸
仏
如
来
功
徳
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
最
後
に

「
讃
歎
仏
功
徳
」
で
あ
る
が
、
古
写
本
は
、「
讃
仏
諸
功
徳
」
と
な
っ
て
い
て
、「
讃
歎
仏
功
徳
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
『
論
註
』
や
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
、「
讃
諸
仏
功
徳
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、『
安
養
集
』
の
「
讃
歎
仏
功

徳
」
を
支
持
す
る
テ
キ
ス
ト
は
皆
無
で
あ
る
。

最
後
に
④
の
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
観
察
」「
荘
厳
功
徳
」
が
ど
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
示
唆
す
る
役
割
を
果
た
す
。

【
安
養
集
】
無
量
寿
論
云
。
観
察
菩
薩
荘
厳
功
徳
成
就
者
。

「
観
察
」「
荘
厳
功
徳
」
に
つ
い
て
は
③
の
文
で
見
た
通
り
、『
論
註
』
や
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
の
系
統
が
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

以
上
、
見
て
き
た
と
お
り
、
①
で
は
『
論
註
』
で
は
な
く
、
古
写
本
の
系
統
で
あ
り
、
②
で
は
ど
の
系
統
を
も
支
持
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
③
と
④
の
文
で
は
、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
『
安
養
集
』
は
『
論
註
』
も
し
く
は
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
に
、
あ
る
場
合
に
は
一
致
す
る
が
、
あ
る
場
合
に
は
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一
致
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
源
隆
国
が
『
安
養
集
』
を
編
纂
す
る
際
、『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
誤
写
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、

源
隆
国
が
見
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は
「
古
写
本
」『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
の
両
者
の
特
徴
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
す
る
に
と

ど
め
て
お
く
。五

、『
安
養
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』

次
に
『
安
養
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
本
文
を
見
て
み
よ
う
。『
安
養
抄
』
が
『
論
』
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
次
の
五
か
所
で

あ
る
。

①

往
生
論
云
。
清
浄
功
徳
成
就
者
。

言
。
観
彼
世
界
相
。
勝
過
三
界
道
故
。
無
量
功
徳
成
就
者
。

言
。
究
竟
如
虚
空
。
広
大

無
辺
際
故
。
性
功
徳
成
就
者
。

言
。
正
道
大
慈
悲
。
出
世
善
根
生
故
。
形
相
功
徳
成
就
者
。

言
。
浄
光
明
満
足
。
如
鏡
日
月

輪
故
。（
大
正
八
四
巻
一
一
九
頁
上
〜
中
）

②

無
量
寿
経
論
云
。
以
一
心
専
念
作
願
生
彼
。
修
奢
摩
他
寂
静
三
昧
行
故
。
得
入
蓮
花
蔵
世
界
海
。
是
名
入
第
三
門
。（
大
正
八
四

巻
一
二
五
頁
上
）

③

往
生
論
云
天
親
観
察
彼
仏
国
土
功
徳
荘
厳
者
有
十
七
種
〇
一
者
清
浄
功
徳
成
就
云
云
観
仏
功
徳
荘
厳
成
就
者
有
八
種
〇
一
者
座

荘
厳
。
二
者
身
荘
厳
。
三
口
荘
厳
。
四
者
心
荘
厳
云
云
何
者
座
荘
厳
。

言
。
無
量
大
宝
王
。
微
妙
浄
花
台
故
云
云
器
世
間
清
浄

者
。
向
説
十
七
種
仏
功
徳
荘
厳
成
就
〇
衆
生
世
間
清
浄
者
。
如
向
説
八
種
仏
功
徳
荘
厳
成
就
云
云
。（
大
正
八
四
巻
一
三
一
頁
中
）

④

往
生
論
云
。
大
乗
善
根
界
等
。
無
譏
嫌
名
。
女
人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。
故
浄
土
果
報
離
二
種
譏
嫌
。
一
者
体
。
二
者
名
。

体
有
三
種
。
一
者
二
乗
人
。
二
者
女
人
。
三
者
諸
根
不
具
人
。
無
此
三
過
故
名
離
体
譏
嫌
。
名
亦
三
種
。
非
只
無
三
体
。
乃
至
不
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聞
二
乗
女
人
諸
根
不
具
三
種
名
。
故
名
離
名
譏
嫌
。（
大
正
八
四
巻
一
三
六
頁
上
）

⑥

往
生
論
云
。
菩
薩
巧
方
便

向
者
。
謂
説
礼
仏
等
五
種
修
行
所
集
一
切
功
徳
善
根
。
不
求
自
身
住
持
之
。
楽
欲
抜
一
切
衆
生
苦

故
。
作
願
摂
取
一
切
衆
生
共
同
生
彼
安
楽
仏
国
。
是
名
菩
薩
巧
方
便

向
成
就
。
菩
薩
如
是
善
知

向
成
就
遠
離
三
種
菩
提
門
相

違
法
。
何
等
三
種
。
一
者
依
智
慧
門
。
不
求
自
楽
遠
離
我
心
貪
著
自
身
故
。
二
者
依
慈
悲
門
。
抜
一
切
衆
生
苦
速
離
無
安
衆
生
故
。

三
者
依
方
便
門
。
憐
愍
一
切
衆
生
心
遠
離
供
養
恭
数
自
身
心
故
。
是
名
遠
離
三
種
菩
提
門
相
違
法
。
故
菩
提
遠
離
如
是
三
種
菩
提

門
相
違
法
。
得
三
種
随
順
菩
提
門
法
時
満
足
故
。
何
故
等
三
種
。
一
者
無
染
清
浄
心
。
以
不
為
自
身
求
楽
故
。
二
者
安
清
浄
心
。

以
抜
一
切
衆
生
苦
故
。
三
者
楽
清
浄
心
。
以
令
一
切
衆
生
得
大
菩
提
故
。
以
摂
取
衆
生
生
彼
国
土
故
。
是
名
三
種
随
順
菩
提
門
法

満
足
。（
大
正
八
四
巻
一
三
九
頁
上
〜
中
）

こ
の
中
で
『
安
養
抄
』
が
『
論
』
を
参
照
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
を
参
照
し
て
い
た
の
か
、
を
示
唆

す
る
字
句
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
①
の
文
で
は
、「
清
浄
功
徳
成
就
者
」「
無
量
功
徳
成
就
者
」「
性
功
徳
成
就
者
」「
形
相
功
徳
成
就
者
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
支
持

す
る
の
は
「
古
写
本
」
で
あ
る
。『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
、「
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
者
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
性
功
徳
成

就
者
」「
形
相
功
徳
成
就
者
」
も
同
様
で
あ
る
。『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
、「
荘
厳
性
功
徳
成
就
者
」「
荘
厳
功
徳
成
就
者
」
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
無
量
功
徳
成
就
者
」
は
少
し
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
無
」
の
出
入
で
あ
る
。「
古
写
本
」

な
ど
は
「
無
量
功
徳
成
就
者
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、「
荘
厳
量
功
徳
成
就
者
」「
荘
厳
無
量
功
徳
成
就
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
『
安
養
抄
』
の
編
纂
者
が
参
考
に
し
た
『
論
』
は
『
論
註
』
所
引
の

『
論
』
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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次
に
②
の
文
で
は
「
世
界
海
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
見
た
『
安
養
集
』
で
の
と
こ
ろ
で
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
じ
誤
り
を
踏
襲
し

て
い
る
の
で
、『
安
養
集
』
の
孫
引
き
の
可
能
性
も
浮
上
し
て
く
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
安
養
抄
』
の
編
者
は
、『
安
養
集
』
の
編
者
源

隆
国
が
、
参
照
し
た
、
同
じ
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
た
の
か
、
あ
る
い
は
『
安
養
集
』
を
参
照
し
て
こ
の
部
分
を
書
き
換
え
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
③
の
文
で
は
「
功
徳
荘
厳
」「
清
浄
功
徳
成
就
」「
観
仏
功
徳
荘
厳
成
就
」「
座
荘
厳
」「
身
荘
厳
」「
口
荘
厳
」「
心
荘
厳
」

「
何
者
座
荘
厳
」「
仏
国
土
功
徳
荘
厳
成
就
」「
仏
国
土
荘
厳
成
就
」
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
。
ま
ず
「
功
徳
荘
厳
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
支
持
す
る
の
は
、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
以
外
す
べ
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
、「
荘
厳
功
徳
」

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
清
浄
功
徳
成
就
」
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
で
は
な
い
。「
観
仏
功
徳
荘
厳
成

就
」
で
は
、
こ
れ
を
支
持
す
る
の
は
古
写
本
系
で
あ
り
、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
、「
観
仏
荘
厳
功
徳
成
就
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
功
徳
」
と
「
荘
厳
」
と
が
顚
倒
し
て
い
る
。「
座
荘
厳
」「
身
荘
厳
」「
口
荘
厳
」「
心
荘
厳
」「
何
者
座
荘
厳
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
古
写

本
系
で
あ
る
。『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
そ
れ
ぞ
れ
「
荘
厳
座
功
徳
成
就
」「
荘
厳
身
業
功
徳
成
就
」「
荘
厳
口
業
功
徳
成
就
」「
荘
厳

心
業
功
徳
成
就
」「
何
者
荘
厳
座
功
徳
成
就
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
仏
国
土
功
徳
荘
厳
成
就
」
も
古
写
本
が
こ
れ
を
支
持
し
、

『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
、「
仏
国
土
荘
厳
功
徳
成
就
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
「
功
徳
」
と
「
荘
厳
」
の
順
序
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
仏
国
土
荘
厳
成
就
」
も
古
写
本
テ
キ
ス
ト
が
支
持
し
て
お
り
、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
は
、「
荘
厳
仏
土
功

徳
成
就
」
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
④
、
⑤
の
文
で
は
字
句
の
異
同
は
全
く
な
い
の
で
、
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
て
い
た
の
か
を
示
唆
す
る
も
の
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
『
安
養
抄
』
の
編
纂
者
が
見
た
『
論
』
は
、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
で
は
決
し
て
な
く
、「
古
写
本
」
を
手
に
取

っ
て
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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六
、『
浄
土
厳
飾
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』

次
に
『
浄
土
厳
飾
抄
』（
一
二
世
紀
初
め
、
作
者
未
詳15

）
）
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
本
文
を
見
て
み
よ
う
。『
浄
土
厳
飾
抄
』
が
『
論
』

を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
次
の
六
か
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
書
は
漢
訳
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
書
き
下
し
文
で
あ
る
。

①

往
生
論
に
は
、
彼
の
世
界
の
相
を
観
ず
る
に
、
三
界
道
に
勝
過
せ
り
。
究
竟
じ
て
虚
空
の
如
し
。
広
大
に
し
て
辺
際
な
し
。（
佐

藤
〔
一
九
七
九
〕
四
四
七
頁
下
三
〜
六
行
目
）

②

ま
た
往
生
論
は
、
一
心
専
念
に
願
を
作
し
、
彼
に
生
ぜ
ん
と
。
乃
至
、
蓮
華
蔵
世
界
海
に
入
る
こ
と
を
得
と
。（
佐
藤
〔
一
九
七

九
〕
四
四
七
頁
下
八
〜
一
〇
行
目
）

③

往
生
論
の
若
き
は
、
花
座
は
正
報
に
属
す
な
り
。
云
々
。
取
意
所
以
は
、
彼
の
論
に
い
わ
く

彼
の
仏
国
荘
厳
を
観
察
す
る
に
十
七
種
あ
り
。
云
々
。
仏
の
功
徳
荘
厳
を
観
ず
る
に
八
種
あ
り
。
一
に
は
座
荘
厳
、
二
に
は
身
荘

厳
、
三
に
は
口
座ママ
荘
厳
、
四
に
は
心
荘
厳
。（
佐
藤
〔
一
九
七
九
〕
四
六
三
頁
下
一
三
〜
一
七
行
目
）

④

往
生
論
に
い
わ
く
、
大
乗
善
根
界
な
ど
に
は
等
し
く
機
嫌
の
名
な
し
、
女
人
及
び
根
欠
、
二
乗
種
生
ぜ
ず
。（
佐
藤
〔
一
九
七

九
〕
四
七
六
頁
下
五
〜
八
行
目
）

⑤

往
生
論
に
い
わ
く
、
大
乗
善
根
界
は
等
し
く
譏
嫌
の
名
な
し
。
女
人
及
び
根
欠
二
乗
種
生
ぜ
ず
。（
佐
藤
〔
一
九
七
九
〕
四
七
八

頁
下
四
〜
六
行
目
）

⑥

往
生
論
に
は
、
極
楽
に
生
ず
る
菩
薩
は
、
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
し
、
三
種
随
順
菩
提
門
の
法
を
満
足
す
。（
佐
藤

〔
一
九
七
九
〕
四
九
〇
頁
上
一
〜
三
行
目
）
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こ
の
中
で
『
浄
土
厳
飾
抄
』
の
編
纂
者
が
実
際
に
見
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が
ど
の
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
我
々
に
示
唆
し
て
く

れ
る
の
は
、
②
と
③
の
文
の
み
で
あ
る
。
②
の
文
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
安
養
集
』、『
安
養
抄
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、『
浄
土
厳
飾
抄
』
の
編
者
も
『
安
養
集
』
か
『
安
養
抄
』
の
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
者
を
参
照
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。「
座
荘
厳
」「
身
荘
厳
」「
口
座ママ
荘
厳
」「
心
荘
厳
」
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
と
お
り
、
古
写
本
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。『
論
註
』

所
引
の
『
論
』
は
そ
れ
ぞ
れ
「
荘
厳
座
功
徳
成
就
」「
荘
厳
身
業
功
徳
成
就
」「
荘
厳
口
業
功
徳
成
就
」「
荘
厳
心
業
功
徳
成
就
」
と
な

っ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
、『
浄
土
厳
飾
抄
』
の
編
纂
者
は
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
で
は
な
く
、
古
写
本
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
て
い
た
証
左

と
な
ろ
う
。

七
、
結
論

以
上
、
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

①
『
往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
は
『
論
註
』
も
し
く
は
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
系
統
の
特
徴
を
強
く
有
す
る
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
。

②
『
安
養
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
は
、「
古
写
本
」、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
の
両
者
の
特
徴
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

③
『
安
養
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は
「
古
写
本
」
系
で
あ
っ
て
、『
安
養
抄
』
の
編
者
が
『
論
註
』
あ
る
い
は
『
論

註
』
所
引
の
『
論
』
を
み
た
形
跡
は
全
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
源
信
や
源
隆
国
が
参
照
し
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
と
は
異
な
る
テ
キ

ス
ト
を
見
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
安
養
集
』
も
座
右
に
お
い
て
編
纂
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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④
『
浄
土
厳
飾
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は
「
古
写
本
」
系
で
あ
っ
て
、『
安
養
抄
』
の
編
者
同
様
『
論
註
』
あ
る
い

は
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
を
み
た
形
跡
は
全
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
浄
土
厳
飾
抄
』
の
編
者
は
、「
世

界
海
」
と
い
う
明
ら
か
な
誤
り
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
『
安
養
集
』
か
『
安
養
抄
』
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
者
を
参
照

し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⑤

梯
は
比
叡
山
に
は
曇
鸞
『
論
註
』
が
流
布
し
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。
本
小
論
か
ら
も
『
論
註
』
そ
の
も
の
の
引
用
文
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
源
信
が
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
を
参
照
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
当
時
の
比
叡
山
に
は

『
論
註
』
が
存
在
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

⑥

源
信
、
あ
る
い
は
、
源
隆
国
が
参
照
し
た
『
論
』、『
安
養
抄
』『
浄
土
厳
飾
抄
』
の
編
者
が
参
照
し
た
そ
れ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
比
叡
山
に
は
少
な
く
と
も
二
種
類
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
、
検
討
し
た
よ
う
に
平
安
時
代
の
比
叡
山
に
お
け
る
『
論
』
テ
キ
ス
ト
の
流
伝
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

表
③
）

源
信
『
往
生
要
集
』

『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
の
特
徴
を
強
く
有
す
る
。

源
隆
国
『
安
養
集
』

「
古
写
本
」、『
論
註
』
所
引
の
『
論
』
の
両
者
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

編
者
不
明
『
安
養
抄
』

「
古
写
本
」
の
字
句
の
異
同
と
一
致
す
る
。

編
者
不
明
『
浄
土
厳
飾
抄
』

「
古
写
本
」
の
字
句
の
異
同
と
一
致
す
る
。
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註１
）

菩
提
流
支
に
よ
る
『
論
』
訳
出
年
代
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
二
説
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
暦
五
二
九
年
説
と
西
暦
五
三
一
年
説
と
で
あ

る
。
筆
者
は
、
菩
提
流
支
に
よ
っ
て
二
度
漢
訳
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
辻
本
〔
二
〇
一
一
〕
を
見
よ
。

２
）

辻
本
〔
一
九
九
九
〕
を
見
よ
。

３
）
『
論
』
テ
キ
ス
ト
系
統
を
大
別
す
る
と
『
論
』
そ
の
も
の
と
『
論
註
』
所
引
の
『
論
』、
す
な
わ
ち
、
前
者
を
Ａ
系
統
、
Ｂ
系
統
、
Ｄ
系

統
と
し
、
後
者
を
Ｃ
系
統
と
す
る
、
三
系
統
で
あ
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
細
別
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
①
宋
・
東
禅
寺
版
、
宋
・
開
元
寺
版
、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本

Ａ
②
宋
・
思
渓
版

Ａ
③
宋
・
磧
砂
版
、
元
・
杭
州
版
、
明
・
洪
武
南
蔵

Ａ
④
明
・
永
楽
北
蔵
、
明
・
嘉
興
蔵
、
清
・
龍
蔵

Ｂ
①
高
麗
・
再

版
、
房
山
雲
居
寺
石
刻
本
、
中
華
大
蔵
経
、
大
正
蔵
経

Ｂ
②
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
、
中
華
民
国
・
頻
伽
蔵

Ｃ

親
鸞
加
点
本
『
論
註
』
所
引
『
論
』、
京
都
常
楽
寺
所
蔵
存
覚
書
写
本
、
浄
土
宗
全
書
、
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
（
原
典
版
）、
真
宗

聖
教
全
書

Ｄ
（
古
写
本
）
系

正
倉
院
聖
語
蔵
本
、
稲
薗
山
長
福
寺
「
七
寺
一
切
経
」、「
金
剛
寺
一
切
経
」

こ
れ
に
関
し
て
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
辻
本
〔
一
九
九
九
〕、〔
二
〇
〇
六
〕、〔
二
〇
一
四
〕
を
見
よ
。

４
）

辻
本
〔
一
九
九
九
〕。

５
）
『
論
』
の
題
名
に
つ
い
て
は
辻
本
〔
二
〇
一
〇
〕
を
見
よ
。
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６
）

こ
れ
ら
の
四
書
に
つ
い
て
は
佐
藤
〔
一
九
七
九
〕
二
一
八
〜
二
五
八
頁
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

７
）
『
往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
に
関
し
て
す
で
に
検
討
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
た
。
辻
本
〔
二
〇
〇
一
〕。

８
）

こ
の
書
に
関
し
て
は
、
西
村
・
梯
〔
一
九
九
三
〕
に
翻
刻
と
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
恵
谷
〔
一
九
七
六
〕
に
も
こ
の
書
の
研
究

が
あ
る
（
一
七
一
〜
一
八
九
頁
）。
梯
〔
二
〇
〇
八
〕
は
、「『
安
養
集
』
は
、『
往
生
要
集
』
の
影
響
下
に
成
立
し
た
天
台
宗
の
浄
土
教
典

籍
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
比
叡
山
に
は
流
布
し
な
か
っ
た
文
献
が
い
く
つ
か
引
用
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
元
暁
の
も
の
と
伝
わ
る

『
遊
心
安
楽
道
』（
中
略
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
」（
二
五
九
頁
）
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
梯
は
比
叡
山
に
は
『
遊
心
安
楽
道
』
は
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
と
す
る
が
、
落
合
俊
典
〔
一
九
八
〇
〕〔
一
九
八
八
〕〔
一
九
八
九
〕
は
、
叡
山
僧
撰
述
説
を
採
る
の
で
、
両
者
の
見
解
は

異
な
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
愛
宕
〔
二
〇
〇
六
〕
は
、
東
大
寺
華
厳
宗
僧
智
憬
撰
述
説
を
主
張
す
る
。
筆
者
の
研
究
〔
二
〇
〇
七
〕
で
は
、

『
遊
心
安
楽
道
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
論
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
調
査
し
た
が
、
そ
こ
で
は
古
写
本
や
大
蔵
経
な
ど
に
見
ら
れ
る

『
論
』
で
は
な
く
て
、
曇
鸞
『
論
註
』
か
、
あ
る
い
は
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

９
）

大
正
大
蔵
経
八
四
巻
一
一
九
〜
一
九
二
頁
。

10
）

佐
藤
〔
一
九
七
九
〕
三
五
五
〜
五
二
五
頁
に
西
村
冏
一紹
の
テ
キ
ス
ト
解
説
が
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
の
影
印
、
翻
刻
が
あ
る
。

11
）

落
合
〔
二
〇
〇
九
〕
に
よ
れ
ば
、「
日
本
の
古
写
経
の
中
、
平
安
写
経
の
大
半
は
奈
良
写
経
の
転
写
本
を
底
本
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い

る
」
と
す
る
。

12
）

辻
本
〔
一
九
九
九
〕
を
見
よ
。

13
）

宋
版
（
東
禅
寺
版
、
開
元
寺
版
、
思
渓
版
）
で
は
、「
一
礼
拝

二
讃
歎

三
作
願

四
観
察

五

向
」
と
な
っ
て
い
る
。

14
）

前
者
が
大
正
四
五
巻
五
七
七
下
十
一
〜
五
七
八
上
六
、
後
者
が
大
正
四
七
巻
九
四
下
九
〜
九
五
上
二
。

15
）
『
浄
土
厳
飾
抄
』
の
テ
キ
ス
ト
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
〔
一
九
七
九
〕
を
参
照
の
こ
と
。
そ
こ
に
は
西
村
冏
紹
が
、
こ
の
テ
キ
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ス
ト
の
基
本
的
情
報
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
〔
二
〇
一
一
〕『
浄
土
教
典
籍
目
録
』
に
は
残
念
な
が
ら
こ
の

書
の
項
目
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
佐
藤
〔
一
九
七
九
〕
は
、「『
浄
土
厳
飾
抄
』
は
（
中
略
）『
安
養
抄
』
に
あ
つ
め
ら
れ
た
資
料
を

活
用
し
つ
つ
、
論
義
の
用
意
の
た
め
に
自
己
の
見
解
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
」（
二
五
三
頁
）
と
す
る
。
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